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経
営
学
部
に
今
年
度
、
４

人
の
べ
ト
ナ
ム
人
学
生
が
入

学
し
た
。
仙
台
市
の
同
じ
日

本
語
学
校
で
学
び
、
本
学
の

外
国
人
留
学
生
入
学
試
験
に

合
格
し
た
男
女
各
２
人
。

「
日
本
人
の
友
達
が
た
く
さ

ん
で
き
て
授
業
が
楽
し
い
」

と
明
る
い
表
情
で
キ
ャ
ン
パ

ス
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
授
業
に
対
す
る
姿
勢
は
み

な
真
剣
。
特
に
「
日
本
語
技

法
Ａ
」
は
好
評
で
、「
み
ん

な
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
そ
の
場
で
先
生

が
教
え
て
く
れ
る
。
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
チ
ャ
ン
・
テ

ィ
・
ニ
ュ
ン
さ
ん
。「
経
営

と
社
会
の
あ
り
方
を
学
び
た

い
」
と
話
す
グ
ェ
ン
・
テ
ィ

・
ヒ
ュ
エ
ン
・
チ
ャ
ン
さ
ん

は
「
興
味
が
あ
る
分
野
の
授

業
だ
と
課
題
を
や
る
の
も
楽

し
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
フ
ァ
ム
・
タ
ッ
ト
・
オ
ア

ン
さ
ん
、
グ
ェ
ン
・
ア
ン
・

ダ
ッ
ト
さ
ん
の
男
性
２
人
は

飲
食
店
経
営
が
夢
と
い
い
、

「
経
営
に
必
要
な
知
識
を
身

に
つ
け
た
い
」と
意
気
込
む
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
の
学
生
は
昨

年
理
工
学
部
に
入
学
し
た
グ

ェ
ン
・
ミ
ン
・
ホ
ン
さ
ん

（
機
械
工
学
科
２
年
次
）
と

合
わ
せ
５
人
と
な
る
。
４
人

の
日
本
語
学
校
で
の
先
輩
に

あ
た
る
グ
ェ
ン
さ
ん
は
、
７

年
前
に
技
能
実
習
生
と
し
て

来
日
し
た
経
験
も
あ
り
、
２

０
１
５
年
か
ら
日
本
の
大
学

へ
の
進
学
を
目
指
し
て
日
本

語
を
勉
強
。
機
械
や
自
動
車

に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、
自

分
に
合
う
学
科
が
あ
る
と
本

学
を
選
ん
だ
。

　「
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
験
授
業

が
面
白
く
て
、
関
心
が
ロ
ボ

ッ
ト
に
移
っ
て
き
ま
し
た
」

と
笑
う
先
輩
グ
ェ
ン
さ
ん

は
、
授
業
を
よ
り
理
解
し
た

い
と
在
学
中

の
日
本
語
能

力
試
験
Ｎ
１

（
最
難
関
）合

格

を

目

指

す
。「

授

業

で
は
分
か
ら

な
い
こ
と
も

多
く
て
大
変

だ
と
思
う
け

れ
ど
、
先
生

方
が
い
つ
で

も
優
し
く
指

導
し
て
く
れ

る
。
心
配
し

な
い
で
頑
張

っ
て
」
と
後

輩
に
エ
ー
ル

を
送
る
。

域
（
石
巻
市
、
東
松
島
市
、

女
川
町
）
の
産
業
を
地
域
外

に
発
信
し
、
教
育
旅
行
の
誘

致
促
進
を
図
る
。

　
マ
ッ
プ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
産
業

学
習
を
受
け
入
れ
て
い
る
67

カ
所
の
事
業
所
や
施
設
を
紹

介
。
マ
ッ
プ
は
所
在
地
に
加

え
、
３
市
町
の
観
光
地
や
グ

ル
メ
な
ど
の
情
報
も
掲
載
し

て
い
る
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
Ａ
５
判
40
㌻
）
は
、
工
場

見
学
や
業
務
体
験
と
い
っ
た

産
業
学
習
の
内
容
や
受
け
入

れ
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。
マ

ッ
プ
は
４
５
０
０
部
、
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
は
２
０
０
０
部
印

刷
し
、
宮
城
県
内
の
小
・
中

・
高
校
、
駅
や
「
道
の
駅
」

で
４
月
か
ら
配
布
。
宮
城
県

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。

　
学
生
た
ち
は
半
年
か
け
て

各
企
業
を
訪
問
。
合
同
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
情
報
共
有
や
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
企

業
を
取
材
し
た
。
舛
井
ゼ
ミ

　
工
場
や
施
設
の
見
学
・
体

験
を
行
う
産
業
学
習
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
経
営
学

部
の
舛
井
道
晴
ゼ
ミ
と
李
東

勲
ゼ
ミ
が
、「
石
巻
地
域
産

業
学
習
マ
ッ
プ
」
と
「
石
巻

地
域
産
業
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
の
作
製
に
取
り
組
ん

だ
。
宮
城
県
東
部
地
方
振
興

事
務
所
と
共
同
で
、
石
巻
地

　
理
工
学
部
機
械
工
学
科
自

動
車
工
学
コ
ー
ス
の
２
〜
４

年
次
生
32
人
と
大
学
院
生
が

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
協
会
主
催
「
春

の
学
生
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
４
月
11
〜
13
日
、
石

巻
専
修
大
学
自
動
車
工
学
セ

ン
タ
ー
）
に
参
加
。
同
協
会

が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

や
支
援
団
体
な
ど
に
貸
与
し

て
い
る
車
両
62
台
の
タ
イ

ヤ
、
オ
イ
ル
交
換
、
点
検
作

業
な
ど
を
行
っ

た
。

　
中
村
真ま

い

き生
さ

ん
（
３
年
次
・

岩
手
県
北
上
翔

南
高
）
は
「
授

業
で
学
ん
だ
こ

と
を
実
践
す
る

良
い
機
会
で
、

知
識
が
深
ま
っ

た
」と
話
し
た
。

　
田
口
翔
太
さ

ん
（
４
年
次
・

宮
城
県
古
川
工

業
高
）
は
「
利

用
者
に
安
心
し

て
乗
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
慎
重
な
作
業
を

心
が
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
さ
ま
ざ
ま
な
車
両
を
扱

い
、
対
応
力
が
身
に
つ
い

た
」
と
話
し
た
。

開催地 開催日 会場

石巻
５月27日（日）
10月13日（土）

石巻専修大学 
＊５月は定期総会と同時開催

秋田 ６月３日（日）秋田ビューホテル

東京 ６月３日（日）専修大学神田キャンパス

青森 ６月17日（日）ホテルＪＡＬシティ青森

山形 ６月17日（日）山形国際ホテル

岩手 ６月17日（日）ホテルルイズ盛岡

宮城 ７月１日（日）ＴＫＰガーデンシティ仙台

福島 ７月１日（日）
ＴＫＰ郡山
カンファレンスセンター

九州 
（熊本）

７月15日（日）専修大学玉名高校

　「
免
疫
系
細
胞
に
対
す
る
サ
イ
ト
カ

イ
ン
の
影
響
」
が
私
の
研
究
テ
ー
マ
。

こ
れ
ま
で
に
「
サ
イ
ト
カ
イ
ン
」
の
一

種
で
あ
る
「
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
21
」

と
い
う
物
質
が
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑

制
す
る
こ
と
を
発
見
し
、
現
在
は
こ
の

分
子
機
構
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。

　
授
業
で
は
２
年
次
の
「
動
物
解
剖

学
」、
３
年
次
の「
細
胞
組
織
学
」、
卒
業

論
文
の
指
導
や
実
習
を
担
当
す
る
。

「
細
胞
組
織
学
」
の
第
１
回
講
義
で
は

花
粉
症
に
悩
み
、「
な
ぜ
こ
ん
な
に
鼻
水

が
出
る
の
だ
ろ
う
」
と
疑
問
を
持
っ
た

学
生
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
花
粉

症
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
細
胞
組
織
学

の
視
点
で
説
明
し
た
。
講
義
の
主
役
は

学
生
で
あ
り
、
今
後
も
学
生
の「
な
ぜ
」

に
答
え
る
講
義
を
し
て
い
き
た
い
。

　
学
生
に
は
在
学
中
に
論
理
的
に
物
事

を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

な
か
で
も
卒
業
論
文
に
向
け
た
研
究
は

４
年
間
の
集
大
成
。
目
標
を
立
て
て
実

験
を
行
い
、結
果
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。

そ
れ
が
論
理
的
思
考
に
つ
な
が
り
、
社

会
に
出
て
か
ら
も
必
要
と
な
る
。

　
科
学
の
分
野
は
い
ま
だ
に
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
。
講
義
で
分
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
質
問
し
て
ほ
し
い
。
理
解

で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
解
明

さ
れ
て
い
な
い
の
か
が
分
か
る
。

学
生
の「
な
ぜ
」に
答
え
て
い
く

奈
良
英
利 

准
教
授

学生を指導する奈良准教授

理
工
学
部
生
物
科
学
科

研究室
探訪
研究室
探訪
－①－－①－

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

本年４月、
創立 30 年を
迎えました

育
友
会
支
部
懇
談
会

　
ご
父
母
・
保
護
者
の
会
で

あ
る
育
友
会
で
は
、
学
生
生

活
の
様
子
や
学
業
・
進
路
に

つ
い
て
の
質
問
に
答
え
る
支

部
懇
談
会
を
開
催
す
る
。
今

年
度
の
開
催
日
程
・
会
場
は

別
表
の
通
り
。

問
事
務
課
育
友
会
係
☎
０
２

２
５
・
22
・
７
７
１
４

車
両
62
台
を
整
備

入賞した４人。左から深田さん、

原田さん、庄司さん、川崎さん

タ
イ
ヤ
交
換
や
点
検
に
取
り
組
む
学
生

自
動
車
工
学

コ
ー
ス
32
人

石巻地域産業学習「マップ」「ハンドブック」

事業所紹介

企業を訪問し、取材する舛井ゼミ生

経
営
・
舛
井
ゼ
ミ 

李
ゼ
ミ

の
鈴
木
朋
也
さ
ん
（
経
営
４

・
宮
城
県
仙
台
工
業
高
）
は

「
作
製
に
あ
た
っ
て
は
見
る

側
の
視
点
を
意
識
し
、
分
か

り
や
す
さ
を
大
切
に
し
た
。

良
い
経
験
に
な
っ
た
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
協
力

し
た
い
」。
李
ゼ
ミ
の
堺
康

平
さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城
県

気
仙
沼
向
洋
高
）
は
「
石
巻

市
の
産
業
を
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
企
業
の

方
と
話
す
こ
と
で
、
自
分
の

将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
と

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
、
多

く
の
方
に
掲
載
地
を
訪
れ
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
た
舛
井
准

教
授
は
「
石
巻
の
産
業
や
企

業
を
知
っ
た
だ
け
で
な
く
、

現
在
学
ん
で
い
る
こ
と
を
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
留
学
生
４
人

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
楽
し
い
」

日
本
語
技
法
の
講
義
を
受
け
る
４
人

　
約
１
万
６
０
０
０
人
が
参

加
し
た
「
か
す
み
が
う
ら
マ

ラ
ソ
ン
兼
国
際
盲
人
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
８
」（
４
月
15

日
、
茨
城
県
土
浦
市
、
か
す

み
が
う
ら
市
）
に
女
子
競
走

部
の
４
人
が
出
場
。
１
３
７

９
人
が
完
走
し
た
フ
ル
マ
ラ

ど
う
社
会
に
還
元
し
て
い
く

か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
」
と
学
生
の

成
果
を
話
し
た
。

佐
々
木
さ
ん 

３
位

         

東
北
学
生
弓
道

　
第
57
回
東
北
地
区
学
生
弓

道
大
会
（
４
月
14
日
、
仙
台

市
・
宮
城
県
第
二
総
合
運
動

場
弓
道
場
）
の
個
人
戦
で
弓

道
部
の
佐
々
木
颯

は
や
て

主
将
（
経

営
３
・
宮
城
県
岩
出
山
高
）

残
る
レ
ー
ス
と
な
っ
た
。
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
に
ま
だ

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と

が
今
回
の
反
省
点
。
今
後
の

レ
ー
ス
で
自
己
ベ
ス
ト
が
更

新
で
き
る
よ
う
に
練
習
に
励

み
た
い
」
と
話
し
た
。

　
10
マ
イ
ル
女
子
で
は
庄
司

琴
美
さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城

県
聖
和
学
園
高
）
が
４
位
、

深
田
蘭ら

菜な

さ
ん
（
経
営
２
・

神
奈
川
県
相
洋
高
）
が
５

位
、
川
崎
美
祈
さ
ん
（
人
間

４
・
山
形
県
山
形
城
北
高
）

が
７
位
と
な
っ
た
。

原田さん ３位
かすみがうらマラソン

ソ
ン
女
子
で
原
田
詠
麻
さ
ん

（
経
営
４
・
静
岡
県
静
岡
北

高
）
が
２
時
間
56
分
06
秒
で

３
位
に
入
賞
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
「
起
伏
の
あ

る
前
半
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

走
り
、
徐
々
に
ペ
ー
ス
を
上

げ
て
い
く
レ
ー
ス
プ
ラ
ン
を

考
え
て
い
た
が
、
後
半
に
ペ

ー
ス
が
上
が
ら
ず
、
課
題
が

が
３
位
と
な
っ
た
。

　
５
人
立
ち
で
行
わ
れ
た
男

子
団
体
は
予
選
を
通
過
で
き

な
か
っ
た
が
、
的
中
数
で
上

位
に
入
っ
た
佐
々
木
さ
ん
、

遠
山
拓
也
さ
ん
（
理
工
２
・

宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
）、

小
松
幸ゆ

き

と冬
さ
ん
（
理
工
１
・

秋
田
県
角
館
高
）
の
３
人
が

個
人
決
勝
に
進
ん
だ
。

　
決
勝
は
射
詰
め
（
的
を
外

し
た
者
か
ら
抜
け
て
い
く
競

技
方
式
）
で
行
わ
れ
、
佐
々

木
さ
ん
は
優
勝
に
は
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
が
、
３
位
決
定

の
遠
近
競
射
（
的
の
中
心
に

近
い
も
の
が
上
位
と
な
る
競

技
方
式
）
で
競
り
勝
っ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
今
回
は

個
人
戦
で
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
た
が
、
団
体
戦
で
の

優
勝
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
全

員
で
稽け

い

古こ

に
励
み
た
い
」
と

話
し
た
。


